
　
　

平
成
29
年
12
月
の
質
問
で
、
老
朽
危

険
家
屋
の
土
地
所
有
者
を
担
当
部
署
が
把

握
で
き
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
対
処
を
問
う
。

　
　

危
険
度
の
高
い
空
き
家
か
ら
法
務
局

の
登
記
簿
を
も
と
に
名
義
人
・
相
続
人
等

の
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
当
時
の
老
朽

危
険
空
家
Ｄ
ラ
ン
ク
35
件
と
、
そ
の
後
、
特

定
空
家
と
認
定
さ
れ
た
45
件
に
つ
い
て
土
地

所
有
者
の
把
握
が
で
き
た
。

　
　

賃
貸
住
宅
に
借
り
手
が
手
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
貸
す
側
は
投
資
を
せ
ず
に

済
む
の
で
、
結
果
的
に
家
賃
を
安
く
抑
え

ら
れ
る
。

　

そ
ん
な
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
賃
貸
住
宅
」
の
掘
り

起
し
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
は
そ
の

後
ど
う
進
ん
だ
か
。

　
　

不
動
産
業
者
と
情
報
を
共
有
し
、
２

件
の
賃
貸
物
件
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
型
賃
貸
借
契
約

が
で
き
た
。

　

今
後
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　
　

平
成
30
年
３
月
の
質
問
で
英
検
受
検

料
の
補
助
を
英
検
ジ
ュ
ニ
ア
に
拡
大
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
提
案
を
行
な
っ
た
。

　

英
検
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
音
声
を
聞
い
て
図
か

ら
正
解
を
選
択
す
る
問
題
が
多
い
の
で
小

学
生
に
も
適
す
る
。

　

そ
の
後
、
ど
う
検
討
さ
れ
た
か
。

　
　

小
学
校
児
童
の
英
語
に
対
す
る
興
味

や
意
欲
を
喚
起
す
る
有
効
な
検
定
で
あ
る
。

助
成
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　

大
島
が
北
松
北
部
環
境
組
合
に
加
入

す
る
こ
と
に
備
え
、
市
が
大
島
に
貯
留
槽

を
整
備
し
た
が
、
今
後
大
島
以
外
の
貯
留

槽
を
つ
く
り
直
す
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
大

島
同
様
に
市
が
準
備
す
る
の
か
。

　

全
市
標
準
的
な
考
え
を
整
理
す
る
べ
し
。

　

平
成
31
年
３
月
に
質
し
た
。

　
　

市
が
改
修
す
る
方
向
で
あ
る
。

　
　

浄
化
槽
点
検
清
掃
料
金
に
つ
い
て
、

業
務
用
車
両
の
航
送
料
が
料
金
に
追
加
さ

れ
る
た
め
離
島
は
割
高
に
な
る
。

　

航
送
料
を
市
が
負
担
す
る
こ
と
で
離
島

の
料
金
を
引
き
下
げ
る
協
議
が
で
き
な
い
も

の
か
。

　
　

離
島
住
民
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら

航
送
料
を
市
が
負
担
す
る
こ
と
で
清
掃
料

金
等
の
差
を
埋
め
る
こ
と
が
理
想
的
な
の

で
、
許
可
業
者
と
協
議
し
た
い
。

近
藤　

芳
人
（
平
伸
会
）

●
前
期
２
年
の
一
般
質
問
総
括
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意
見

　
　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
移
住
に

関
心
が
あ
る
都
市
住
民
に
農
山
漁
村
へ
定
住

し
て
過
ご
し
た
い
こ
と
は
と
の
質
問
に
対
し

て
、
移
住
希
望
者
の
30
％
が
生
業
と
し
て

農
林
漁
業
を
回
答
す
る
ほ
ど
高
い
関
心
を

示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
総
務
省
の
調
査
で
は
、
子
育
て

に
適
し
て
い
る
地
域
は
農
山
漁
村
と
50
％

以
上
の
女
性
が
回
答
し
て
い
る
。

　

今
、
流
れ
は
地
方
に
向
い
て
い
る
中
で
、

定
住
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て
農
林
水
産

部
と
し
て
の
考
え
を
尋
ね
る
。

　
　

現
在
は
、
専
門
性
を
持
っ
た
担
い
手
の

確
保
が
定
住
人
口
対
策
に
つ
な
が
る
と
い
う

視
点
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
県
内
他
市
も

同
様
で
あ
る
が
、
他
府
県
に
お
い
て
農
業
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
制
度
で
定
住
促
進
を
図
っ

て
い
る
府
県
が
あ
る
。
京
都
府
に
お
い
て
は
、

農
村
・
農
業
を
維
持
す
る
た
め
に
、
中
核

的
な
農
家
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
兼
業
農

家
な
ど
の
多
様
な
担
い
手
の
維
持
・
確
保

を
図
る
た
め
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
農
家
支

援
を
制
度
化
し
て
い
る
。
島
根
県
に
お
い
て

も
、
新
た
に
、
Ｕ・
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
と
し
て

半
農
半
Ｘ
支
援
事
業
を
制
度
化
し
て
い
る
。

優
良
事
例
の
情
報
収
集
と
研
究
に
努
め
、

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　

移
住
希
望
者
が
多
い
県
で
家
庭
菜
園

程
度
の
規
模
で
農
地
の
取
り
組
み
が
で
き

な
い
の
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
。

空
き
家
を
利
用
し
た
半
農
半
漁
的
な
Ｉ
タ

ー
ン
者
を
呼
び
込
む
取
り
組
み
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

本
市
で
は
、
今
ま
で
半
農
半
漁
が
安

定
し
た
一
つ
の
生
活
形
態
で
あ
り
、
地
域
の

持
つ
可
能
性
や
行
政
が
で
き
る
形
を
整
理

し
て
Ｉ・
Ｊ
タ
ー
ン
の
方
に
来
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
漁
協
や
農
協
の
生
産
部
会
の

方
と
話
を
し
て
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
整
理

す
る
。

　
　

世
界
遺
産
登
録
後
の
周
辺
関
連
施
設

等
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
行
政
が
ど
の
よ
う

な
協
力
が
可
能
な
の
か
。

　
　

市
民
が
保
全
活
動
に
参
画
で
き
る
仕

組
み
作
り
の
必
要
性
を
考
慮
し
具
体
的
な

事
業
を
検
討
し
実
施
し
て
い
く
。

　

人
的
な
部
分
に
つ
い
て
も
、
貴
重
な
無
形

文
化
財
と
し
て
信
者
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
課
題
を
共
有
し
、
意
向
を
尊

重
し
な
が
ら
保
存
継
承
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　

松
本　

正
治
（
大
地
の
会
）

●
地
域
振
興
に
つ
い
て

●
空
き
家
対
策
と
一
次
産
業
と
の
連
携
の
取
り

　

組
み
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
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文
化
庁
の
規
制
緩
和
に
よ
る
平
戸
市

の
対
応
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

文
化
財
の
分
か
り
や
す
い
解
説
と
多

言
語
化
を
進
め
、
平
戸
市
の
文
化
や
、
か

く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
行
事
な
ど
を
、
Ｖ
Ｒ
技

術
な
ど
を
用
い
て
公
開
す
る
情
報
発
信
事

業
の
ほ
か
、
安
満
岳
山
頂
へ
の
休
憩
所
整
備

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。　

　
　

現
在
の
病
院
連
携
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

双
方
の
医
療
機
関
と
連
携
を
取
り
、

入
院
日
時
や
外
来
受
診
日
等
を
調
整
し
、

診
療
情
報
提
供
書
（
紹
介
状
）
と
し
て
、

患
者
情
報
や
検
査
結
果
等
と
放
射
線
画
像

を
Ｃ
Ｄ
に
書
き
込
み
、
転
院
先
へ
引
き
継
い

で
い
る
。
平
成
16
年
か
ら
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

と
い
う
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、

「
１
患
者
」「
１
地
域
」「
１
カ
ル
テ
」
に
向

け
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
情
報
提
供
病
院

（
拠
点
病
院
）
で
の
診
療
情
報
（
電
子
カ

ル
テ
・
検
査
結
果
・
画
像
等
）
を
、
他
の

医
療
機
関
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
重
複
検
査
を
無
く
す
よ
う
努
め
て
い

る
。

　
　

旧
獅
子
漁
協
を
含
め
生
月
・
舘
浦
３

漁
協
の
入
り
合
い
で
ア
ゴ
漁
が
行
わ
れ
て
い

る
が
「
生
月
大
橋
架
橋
関
連
沿
岸
漁
業
振

興
対
策
事
業
基
金
」
が
無
く
な
る
が
、
今

後
こ
の
事
業
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

平
戸
市
と
し
て
も
ア
ゴ
関
連
産
業
従

事
者
が
多
く
、
産
業
の
裾
野
が
広
い
た
め

「
平
戸
の
ア
ゴ
」
と
し
て
今
後
も
「
産
地

を
維
持
」
し
て
い
く
こ
と
が
、
平
戸
市
の

第
１
次
産
業
の
み
な
ら
ず
、
第
２
次
産
業

（
加
工
品
）、
第
３
次
産
業
（
観
光
）
に
と

っ
て
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

安
定
的
な
漁
獲
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
か
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
　

ア
ゴ
漁
が
重
要
産
業
と
認
識
し
て
い

る
平
戸
市
で
あ
れ
ば
「
焼
き
あ
ご
の
聖
地
」

や
「
炭
火
焼
焼
き
あ
ご
の
街
」
と
い
う
宣

言
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

　
　

現
在
進
ん
で
い
る
産
地
間
の
連
携
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
調
整
を
図

り
つ
つ
検
討
す
る
。

　
　
　

ま
ず
は
、
ア
ゴ
漁
に
携
わ
る
漁
業

者
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
が

第
一
で
あ
り
、
平
戸
の
産
業
の
中
で
も
重

要
な
ア
ゴ
漁
を
永
く
続
け
て
行
け
る
政
策

を
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
お
示
し
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
す
る
。　
　

　
　

文
化
財
を
生
か
し
た
観
光
ル
ー
ト
お

よ
び
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
伴
う
「
文

化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
　

改
正
法
は
、
平
成
31
年
４
月
に
施
行

さ
れ
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
等
へ
の
対
応

や
未
指
定
の
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
本
市
で
は
い
ち
早
く
「
活
用
地
域

計
画
」
の
申
請
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　

申
請
は
評
価
で
き
る
。
観
光
は
地
域

全
体
の
関
わ
り
方
や
組
織
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
の
今

後
の
取
り
組
み
、
歴
史
の
時
間
的
空
間
で

あ
る
縦
の
軸
、
世
界
遺
産
登
録
で
み
る
面

で
の
広
が
り
、
芸
術
や
文
化
、
芸
能
な
ど

と
融
合
し
た
観
光
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
は
。

　
　

時
間
の
軸
を
中
心
に
、
名
所
・
旧
跡

を
訪
れ
る
取
り
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
の
テ
ー

マ
観
光
を
中
心
と
し
た
観
光
と
一
線
を
画

す
も
の
で
、
平
戸
の
歴
史
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。
世
界
遺
産
は
、

関
連
遺
産
を
周
遊
す
る
魅
力
的
な
物
語
を

作
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

オ
ラ
ン
ダ
商
館
や
空
き
家
等
を
生
か

し
、
文
化
芸
術
の
振
興
、
人
材
の
長
期
滞

在
が
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
で
、
都
市

と
の
連
携
で
新
た
な
産
業
を
つ
く
り
出
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

現
代
ア
ー
ト
な
ど
の
民
間
事
業
に
行

政
の
支
援
が
で
き
る
か
協
議
を
進
め
る
。

　
　

少
子
化
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
か
。

　
　

合
計
特
殊
出
生
率
は
高
い
が
出
産
可

能
な
女
性
の
総
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

　
　

少
子
化
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
政
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

雇
用
の
促
進
、
産
業
の
振
興
、
子
育

て
支
援
、
定
住
・
移
住
の
促
進
の
４
つ
を
基

本
に
妊
娠
・
出
産
の
支
援
（
妊
婦
の
健
康

診
断
の
充
実
、
不
妊
治
療
の
助
成
、
診
断

等
の
交
通
費
の
助
成
）、
子
育
て
応
援
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
「
お
ひ
さ
ま
」
の
配
布
な
ど
。

　
　

２
０
２
０
年
４
月
に
導
入
す
る
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
の
状
況
は
。

　
　

地
方
公
務
員
法
第
22
条
の
２
第
１
項

で
区
分
し
、
職
種
は
53
種
を
予
定
。
国
の

非
常
勤
職
員
の
取
り
扱
い
に
合
わ
せ
改
正
。

フ
ル
タ
イ
ム
の
職
員
は
地
方
公
務
員
等
共
済

組
法
の
組
合
員
と
な
る
。

AAAA QQQQ

小
山
田　

輔
雄
（
平
伸
会
）

●
文
化
財
を
生
か
し
た
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
に
つ
い
て

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

●
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
進
捗
状
況
は

井
元　

宏
三
（
大
地
の
会
）

●
観
光
行
政
に
つ
い
て

●
病
院
の
連
携
体
制
に
つ
い
て

●
水
産
行
政
に
つ
い
て
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